
T中地底地域のふれあいを広める会

ノて∴あ
第100亘‾

2020年（令和2年）3月25日発行

‥‥主な内容：

1P．「ふれあい」創刊100号到達

2P．第100号を記念して思い出をたどる‥

3P．戦争ゐ記憶

4P．お庭拝見・健康コーナー

4P．部会だより

「ふれあい」創刊I00号到達〃

1987．2　ふれあい創刊号

（B5判の小さいサイコ）

今から33年前「一中地区地域のふれ

あいを広める会」発足と共に創刊された

広報紙「ふれあい」。それから年3回－

「『　度も休むことなく、紙面サイズ・ページ

数・内容・白黒からカラーへと変化しな

がら、地域のふれあいを大切にと地域の

情報を届けてまいりました。

歴代の広報委員と、情報を提供して

いただいた方、文章を投稿していただい

た方々の力のたまものと、感謝しており

ます。
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1995．7　26号（紙面サイコを現在のタブロイド判に変更）
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2003．3　49号

（カラー紙面に変更）
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広
報
紙
一
〇
〇
号
に
寄
せ
て

、
さ
　
′
亭
地
区
地
域
の

年
来
弱
い
鞘
鏑

こ
の
度
、
一
中
地
区
地
域
の
ふ
れ

あ
い
を
広
め
る
会
の
広
報
紙
「
ふ
れ
あ

い
」
が
、
創
刊
号
を
発
行
し
て
か
ら
1

0
0
号
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ご

協
力
・
ご
愛
読
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

1
中
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
が
、
昭
和
6
1
年
1
1
月
に
オ
ー
プ
ン
す

る
と
同
時
に
同
会
が
発
足
し
、
翌
年
2

月
に
創
刊
号
を
発
行
し
ま
し
た
。
以
来

1
0
0
号
を
迎
え
る
ま
で
、
そ
の
時
々

の
出
来
事
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
え
て
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
成
長
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

創
刊
号
等
に
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
と
は
、
地
域
の
方
々
が
力
を
合

わ
せ
　
「
ふ
れ
あ
い
」
　
「
話
し
あ
い
」

「
助
け
あ
い
」
　
の
三
つ
の
あ
い
の
運
動

を
通
し
て
、
明
る
く
豊
か
な
地
域
社
会

を
作
っ
て
い
く
こ
と
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
コ
ミ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
自
ら
学

習
す
る
場
で
あ
り
、
話
し
合
い
や
仲
間

づ
く
り
を
す
る
場
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
広
報
の
果
た
す
役

割
を
十
分
に
生
か
し
、
会
の
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



令和2年3月25日　　　　　　　　　　　　一中地区ふれあい　　　　　　　　　　　第100号　（2）

広報紙「ふれあい」第IOO毒を記念して　思い出をたどる・・
これまでの広報紙で、皆様から反響があった記事やコーナーの一部を掲載します。わがまちの味、今に

残る昔話・伝説、引き継がれる地元の風習、地元の歴史、私の散歩道…様々な話題を懐かしく思い出され

るのではないでしょうか。興味をお持ちになった方は、1中コミセンまでお問い合わせください。

2002．1148号　ウオーキングマップ

（2，3ページを初めてカラーに）

2004．3　52号　さくらマップ

（一中地区の桜の名所を紹介）

1987．7　2号～2019．3　97号

「地域の声」から「あれや・これや…」と名前を変更しながら、地域
の万々の思いのこもった寄稿文を掲載してきました。

地域の味、行事、風習、歴史などを取材して記事lこまとめました。

励磁i鴫か
2011．7　74号

一中地区の地震の被害写真を紹介

3淵畦叫車軸姻髄

P　－　い

‰・・．＿＿

311に発生した丁目本大事炎から4ヶ月が⇒ぎ、やつと平

常三遷ができるようになり震した。簾だ余tもあり、瓦■書の

フルーシー「　月博のひび判れなどを1ると　地Tの簡さや

筍ヱ∴ガス　彗感の事り難さモ甘い出さすにはいられません

し1（・■加ト凸等尽【打のココもノ1さくこゝ　　　　左折ぢ迅把亘・rj司かでは　に　　　　ひたちなれこうbS与rlのユニ～コ7校野に・では　ソールち＼題rつにtノ

．！Jれして　い1㍍わJ F掘1‡止めも　　　血がTlこして下平マン㌫一ノンた㌧　　　仁臼が崩れたりと貫きぢ載筈が思慮した　つヒソ子か丁やにJ L
L’、、ゝiLナ二　　　　　　　　　　　　　　　も、｝度しにもリコした　　　　　　　　フ弓デこはや砺詳適の予呈千丁

巨璽転
い1ココミヤンでヘルス　ケノン　センターにもIUO

u1－の桂Fゲ犀噌し　く、覆しほよもから満たし

庁で心兎をどこLJ LL
．　隕中東だ亀貸志村仁ぼ広
l園では　‾たきlこ澤菖」れが一ヨ

本もできました

努力ては　革くの響石

か切れ薄らたりすれたり

し庚Lr＿一

川一半古瓦では至る所で　J指のひい三・れやロqh口でT・q㍑

nl∋もどのiヨコカ、見られ哀しに

中朝や三反田　鵬倉ちとの田んぼ

しさすナノの山肌二は　きれいな瀾水が

出ていう壌所が鞍箇所あって　地■

漫訂断ち牌には洗い物などに捜立つ

と　多くの人が木遇みに果ていまし

た　白頭たら散歩して　こうした疇

所管男つIrておくといいですね

1998．7　35号～2019．3　97号

地域でご活淫されている万にインタビューし
て掲載した「私の定のしみ」コーナー

′趨′ん　〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾一Tl料・、▲　私のたのしみ　●、・

地域の子らと
三ツ井　英彦さん

長与大気子とも会のキックへニース不一

ル堅墓をされている、大領可に左一三委し

〇三ツ芦美章きんこお享…を′言い募しこ

こ長男C，芋一矢人事モ嘩二子とも会二三子…三二会こ薫つり

山菜てワ宣管巧言二子ともたらこ幸ノウ■、－スホール・、当筍

はソフトボールノ　そ通じて交票を涼毛らナこていきす：

毎王ら月毛＼ら婦警が境まり　子ともたち．言　舞った〔亨〇

嬉しさ．負こ丁た狩の毒しさなと書くこことを任額しなた、ら

悪一三生、毒仁たすきを暑こつけて・こき亨了・その成長這‡至を

鼻毛の二′三よりもうれしくまた集しみて　真吾空けてこら

れたγ二号だこし、うことですニ「揮挙手に叱られてこいた子

か．景二喝誓≡こ貫き貢こ拳ミニしてくす1号　そんなここか、
一番嬉Jして7才；＿　こ′千々エヒソートそ享…与れ芭三ツ芦さ

ん。巨揮．言　丁二㍍子こ三舎二、辛天大会こと，て3福域とも

希．覇すそここ　こ三つしっつていき了

転勤でここざこ琶きれたこき霊域C方々こ言葦、1きくで

先はとおせききこちン芋ノ二二　人甥Cすさと靖溺左官二人ン
「この琴て子二三を育て二∴　ここ【雪いた＼ら謀の転勤を塵iT

るたカニ転属居て≡1二てうて丁

現宅二言　3王手圭千二三＝一三二㌧㌻てく上たお父さんた

ちと’七品二子こミ∵二三．言＝：＝‾　●て■二手を叱れる器父

さん．二川　こ「六　号モ　ノ＝ノ∴芸＿　モ寅までモ　軌ニー雪は

子ともこし、っしよ、こ焉享一号芙一・＿T．そセラてす＝
【地域で受けたこ雪忘巧：蒜‘＼＿　ニーモモ．て、要請だ蕎恩

領り繋留を空け、亨ともたち・真人壬∴二号と草生レたい

とすっかりこの姫に写し掌れ二三、ノ貫きノ′▼二今後の活羞こ

しい風そ行地すてうみし　書いせまら　　い近区地わ 

かてわれか　てれ地る行 

賢
≠

■立▲▲一㌧ふ

吉田神社脇の巡拝碑

小場江堰用水
小場5工堰用水は．明暦2年（1656）に水戸漕初代藩主徳川頼房公の命で、家

臣の永田茂衝門により造られた農業用かんがい水路です。那珂川から取水し、

常陸大宮市から那珂市、水戸市を経てひたちなか市の下流一帯に、農業用水を

送り続け∴流域に豊かな実りをもたらしてきました。

小場三工堰土地改良区発行「小項ラ工堰用水のあゆみ」によれば、取水口は度　し‾

重なる洪水によりたびたび場所を上流に移してきました。最初は、現在の那

珂而下さ工戸地区の那珂川に5工堰を築きました。しかし翌年の大洪水で壊れ、　　　　小嶋江　頭首工

万治元年（1658）に約2km上流の小場村（現在の常陸大宮而小鳩）に移動。これによって小場江堰と命名されまし

た。用水路は那珂川に平行して左岸の那珂大地のすそを流れ、小場村から三反田村（現在のひたちなか市三反田）ま

で約30kmに及びます。三反田までの落差はわずかて6mであり、この時代にこれだけ落差の少ない勾配の用水路を建

勝倉　小嶋江用水路

設した技術力は、今なお高い評価を受けています。

その後、昭和22年のキャサリン台風で大被害を受け、昭和25年に取水口をさらに

約6km上流の、現在の常陸大宮市三美地区に移しました。繰り返される修築のため

の負担は相当なもので、近代的な5工堰を築くことが悲願でした。昭和45年

（1970）には、現在の頭首工（取水口の堰）が完成しました。鉄筋コンクリート製

の恒久的な可動堰であり、より安定した送水が可能になりました。

350年以上もの歴史があり、受益農業者のみならす一般の人々にも恵みをもたら

してくれる小場江堰用水を　後世に伝承していくことが極めて重要だと云われてい

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（80号）
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∵
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．
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＼
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∴
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．
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．
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と
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人
と
の
出
会
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を

大
切
に
∈
カ
か
ら
1
筆
法
み

出
し
　
あ
り
が
と
う
　
の
気

持
ち
を
忘
れ
す
に
私
自
身
も

冤
良
し
、
毎
日
を
実
額
て
い

ら
れ
る
幸
せ
を
心
よ
り
重
ん

て
い
ま
す
　
　
　
　
　
（
7
2
号
）

出
来
上
が
る
ま
で
2
ケ

月
か
か
る
そ
う
で
す
。

毎
日
ロ
に
す
る
食
品
だ

か
ら
こ
そ
、
お
客
様
が

喜
ぶ
変
わ
ら
ぬ
味
を
頑

固
に
守
り
続
け
手
間
暇

か
け
て
丁
寧
に
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
手
作
り
に

こ
だ
わ
り
大
量
生
産
は

し
ま
せ
ん
が
、
地
元
を

は
じ
め
口
コ
ミ
で
評
判

が
広
ま
り
全
国
に
根
強

い
フ
ア
ン
が
多
い
そ
う

で
す
。
　
　
（
関
口
ち
）

モ
除
く
な
瞞
・
と
伊
ろ
納
豆

納
豆
と
切
干
し
大
根
で
作
ら
れ
た
そ
ぼ
ろ
納

豆
を
半
世
紀
守
り
続
け
て
い
る
所
が
金
上
に
あ

り
ま
す
。
昔
は
地
元
金
上
で
保
存
食
と
し
て
ど

の
家
庭
で
も
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大
根
は
契
約
農
家
よ
り
仕
入
れ
1
0
月
か
ら
2

弓
頃
ま
で
洗
浄
　
ス
ラ
イ
ス
　
細
切
り
に
し
、

庭
先
に
干
し
1
0
日
位
か
け
切
干
し
大
横
に
し
ま

す
。
パ
リ
パ
リ
と
し
た
触
感
は
寒
風
に
さ
ら
し

て
出
来
上
が
り
ま
す
。
厳
選
し
た
国
産
大
豆
で

作
ら
れ
た
納
豆
に
秘
伝
の
た
れ
で
混
ぜ
合
わ
せ
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参
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参
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だ
あ
。
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。
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中
根
の
身
体
自
慢
の
男
ら
が
集
ま
っ

て
、
お
伊
勢
参
り
に
出
か
け
る
こ
と
に
し
た
ん

だ
と
。
で
も
な
．
お
伊
勢
参
り
に
は
随
分
お
金

が
か
か
っ
か
ら
、
土
地
売
っ
て
出
か
け
た
と
。

何
カ
月
も
か
け
て
歩
い
て
行
く
ん
だ
か
ら
、
何

が
起
こ
る
か
分
が
ん
ね
え
一
〕
家
族
と
は
水
杯
交

わ
し
て
出
か
け
た
ん
だ
と
。
家
族
ら
の
心
配
を

よ
そ
に
、
男
ら
は
宿
場
で
酒
を
飲
ん
だ
り
温
泉

に
寄
っ
た
U
と
、
け
っ
こ
う
気
楽
な
旅
だ
っ
た

んだ。そ
の
う
ち
、
珍
し
い
食
べ
物
や
道
田
丁
作
物

の
種
な
ん
か
の
土
産
を
持
っ
て
、
男
ら
は
帰
っ

て
き
た
。
無
事
に
帰
っ
て
来
ら
れ
た
お
祝
い
を

盛
大
に
し
て
．
記
念
に
巡
拝
礫
ま
で
建
て
た
と
。

ま
た
留
守
中
に
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
た
家
で
は
、

そ
の
手
に
「
伊
勢
』
と
名
付
け
た
そ
う
な
。

今
．
中
根
で
た
く
さ
ん
作
ら
れ
て
い
る
さ
つ

ま
い
も
も
、
そ
の
時
の
土
産
だ
っ
た
ん
だ
な
あ
。

話
者
　
安
　
三
代
（
西
中
根
在
住
）

（72号）
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「心に残る想い出」の中から、語り継ぎたい戦争

の体解について一部を抜粋し再掲載し書した。

※抜粋はできるだけ原文

どおりに行いました。

「＿「、

空襲を受けた日立兵器
（工機ホールディンクスより）

水戸飛行学校航空写真三二
（勝田市史より）

水戸つばさの塔にある
戦闘機のプロペラ

満
州
か
ら
の
引
き
上
げ
（
暫
ち
）

大
平
自
治
会
　
　
海
野
　
妙
子

私
が
満
州
に
行
っ
た
の
は
、
昭
和
1
9
年
5
月
、
2
4

歳
の
時
で
し
た
。
満
州
（
吉
林
）
は
日
本
よ
り
い

い
暮
ら
し
が
で
き
る
と
、
父
が
勝
手
に
結
婚
を
決

め
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

昭
和
2
0
年
7
月
に
長
男
が
生
ま
れ
、
8
月
に
終
戦
。

乳
飲
み
子
を
抱
え
そ
れ
か
ら
が
大
変
で
し
た
。
ソ
連

兵
が
攻
め
て
来
て
、
若
い
娘
が
連
れ
て
行
か
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
日
本
に
帰
れ
る
は
ず
も

な
く
、
残
っ
た
日
本
人
た
ち
は
、
小
学
校
校
舎
に
集

ま
り
共
同
生
活
。
日
本
の
船
が
迎
え
に
来
る
と
知
ら

さ
れ
た
の
は
、
次
の
年
の
7
月
。
人
が
乗
っ
て
い
る

の
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
ム
シ
ロ
を
か
ぶ
せ
た
貨
物
列

車
で
、
2
日
位
か
け
て
苦
杯
か
ら
船
が
来
る
コ
ロ
島

ま
で
行
き
ま
し
た
。
コ
0
島
で
も
舶
が
来
る
ま
で
、

1
0
日
近
く
待
た
さ
れ
ま
し
た
。

古
い
汚
い
舶
で
九
州
の
佐
世
保
に
着
き
そ
れ
か
ら

汽
車
に
乗
っ
て
、
何
日
も
か
か
っ
て
や
っ
と
中
根
の

実
家
へ
。
家
族
3
人
が
、
何
と
か
無
事
で
よ
く
帰
っ

て
来
ら
れ
た
と
、
今
で
も
思
い
ま
す
。
（
掲
載
時
9
3
歳
）

比
島
戦
線
か
ら
の
生
還
（
9
3
号
）

三
反
田
自
治
会
　
　
打
越
　
英
雄

娘
が
一
歳
に
な
っ
て
か
ら
、
二
度
目
の
招
集
。
比
島
戦
線
で
あ
っ
た
。
長
崎
か
ら
フ
ィ
リ
ピ

ン
ま
で
、
2
6
隻
の
舶
団
で
1
1
万
人
の
兵
隊
が
送
り
込
ま
れ
た
が
、
ろ
く
な
食
糧
は
与
え
ら
れ
ず

い
つ
も
飢
え
て
い
た
。

前
線
へ
の
出
撃
命
令
が
出
た
晩
、
空
を
仰
ぎ
「
故
郷
を
出
て
か
ら
二
年
。
一
歳
だ
っ
た
娘
は
、

さ
ぞ
大
き
く
な
っ
た
だ
ろ
う
な
。
こ
の
日
が
見
お
さ
め
か
」
と
涙
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
月
が

沈
む
の
を
待
っ
て
後
方
よ
り
敵
の
兵
舎
に
2
0
m
ほ
ど
近
づ
い
た
時
、
敵
の
方
よ
り
銃
弾
。
仲
間
3

人
が
即
死
。
隙
を
見
て
敵
の
兵
舎
を
爆
破
し
、
重
傷
の
仲
間
を
背
負
っ
て
戻
る
途
中
狙
撃
さ
れ
、

坂
の
下
ま
で
転
げ
落
ち
た
。
手
が
ザ
ク
ロ
の
よ
う
に
な
っ
た
戦
友
。
血
だ
ら
け
で
「
水
を
飲
ま
せ

て
く
れ
」
と
頼
む
姿
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
何
人
も
赤
痢
で
苦
し
む
中
、
私
は
炭
を
削
っ
て
飲
ん
で

奇
跡
的
に
助
か
っ
た
。
そ
の
後
、
比
島
戦
で
の
戦
死
者
4
9
万
人
を
出
し
て
敗
戦
。
三
反
田
で
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
家
に
帰
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
私
一
人
だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
掲
載
時
1
0
0
歳
）

：

：

t

…

‥

、

　

．

　

●

l

t

．

し

、

忘
れ
ら
れ
な
い
戦
争
の
記
憶
（
9
1
号
）

西
中
根
自
治
会
　
　
打
越
　
嘉
彦

「
日
立
工
機
」
の
前
身
で
あ
る
「
日
立
兵
器
」
に

就
職
し
た
の
は
昭
和
1
8
年
、
戦
時
中
の
事
で
し
た
。

当
時
「
日
立
兵
器
」
は
機
関
銃
等
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
2
0
年
に
な
っ
て
米
軍
機
に
よ
る
空
襲

が
始
ま
り
ま
し
た
。
遠
く
か
ら
飛
行
機
の
昔
が
聞

こ
え
て
来
る
と
、
2
・
3
機
の
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機

が
日
立
兵
器
を
狙
っ
て
低
く
降
り
て
来
て
機
銃
掃

射
。
常
磐
線
沿
い
の
防
空
壕
に
向
か
っ
て
逃
げ
る

途
中
、
す
ぐ
近
く
に
弾
が
飛
ん
で
き
て
生
き
た
心

地
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
よ
い
よ
私
に
も
召
集
令
状
が
来
て
、
水
戸
3
7
部

隊
で
、
3
か
月
訓
練
し
て
戦
地
に
行
く
予
定
で
し
た
。

た
ま
た
ま
、
日
立
鉱
山
近
く
の
捕
虜
収
容
所
で
人
手

が
足
り
ず
、
日
立
に
住
ん
で
い
た
事
が
あ
る
私
が
手

伝
い
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昼
間
は
捕
虜
を

連
れ
て
、
食
料
に
な
る
山
菜
を
取
り
に
山
に
行
き
ま

し
た
。
実
弾
入
り
の
拳
銃
を
持
ち
、
と
て
も
緊
張
し

て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
1
週
間
ほ
ど
で
水

戸
の
部
隊
に
戻
り
、
程
な
く
終
戦
。
一
緒
に
入
隊
し

て
戦
地
に
行
っ
た
人
も
い
た
の
に
、
本
当
に
運
が
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
掲
載
時
9
2
歳
）

皆
様
に
〝
感
謝
〃
　
（
9
4
号
）

大
平
自
治
会
　
　
打
越
　
は
つ
江

大
東
亜
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
は
、
私
が
1
0
歳
の
年
。
父
は
そ
の
年
（
昭
和
1
6
年
）
の
8
月
1
日
に
、

陸
軍
に
入
隊
し
ま
し
た
。
中
国
か
ら
各
地
を
回
り
、
昭
和
2
0
年
5
月
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
戦
死
。

今
、
テ
レ
ビ
で
映
像
が
流
れ
る
と
「
あ
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
の
か
」
と
父
を
思
い
ま
す
。

戦
時
中
、
B
2
9
が
飛
ん
で
来
る
と
土
手
に
掘
っ
た
防
空
壕
に
逃
げ
込
み
ま
し
た
。
夜
、
艦
砲
射

撃
の
爆
弾
が
勝
日
の
工
場
の
方
に
火
を
吹
い
て
飛
ん
で
行
く
の
を
、
防
空
壕
の
中
か
ら
見
て
い

ま
し
た
。
田
や
畑
に
、
爆
弾
の
殻
が
落
ち
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

父
が
い
な
い
た
め
、
田
畑
は
近
所
の
人
の
助
け
を
借
り
て
祖
父
母
と
母
と
5
人
兄
弟
で
耕
し
、

米
や
じ
ゃ
が
芋
・
さ
つ
ま
芋
等
を
作
り
ま
し
た
。
祖
父
が
、
米
を
売
っ
て
那
珂
湊
の
女
学
校
に

通
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
で
は
、
着
付
け
を
教
え
た
り
カ
ラ
オ
ケ
・
銭
太
鼓
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、

父
を
含
め
た
家
族
そ
し
て
皆
様
の
お
蔭
と
　
〝
感
謝
“
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
掲
載
時
8
6
歳
）

私
の
少
年
時
代
（
9
5
号
）

中
根
自
治
会
　
　
平
沢
　
猛

昭
和
4
年
に
生
ま
れ
、
高
等
尋
常
小
学
校
を
卒
業
後
に

現
在
ひ
た
ち
な
か
海
浜
公
園
と
な
っ
て
い
る
水
戸
陸
軍
飛

行
学
校
・
射
爆
撃
場
に
整
備
士
（
軍
属
）
と
し
て
働
き
始

め
ま
し
た
。
特
攻
隊
と
し
て
鹿
児
島
知
覧
飛
行
場
へ
飛
び

立
つ
飛
行
機
と
飛
行
士
を
数
多
く
見
送
り
ま
し
た
。

1
5
歳
の
時
に
特
別
幹
部
候
補
生
の
募
集
に
応
募
。
面
接

官
だ
っ
た
の
が
中
根
の
安
　
慶
造
さ
ん
（
元
勝
田
市
教
育

委
員
長
）
で
し
た
。
「
戦
地
に
行
く
の
を
急
ぐ
な
！
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

昭
和
2
0
年
1
月
4
日
の
飛
行
場
を
襲
っ
た
空
襲
は
、
午

前
8
時
前
に
非
常
警
報
が
な
っ
て
日
立
方
面
か
ら
2
0
0

機
の
グ
ラ
マ
ン
・
カ
ー
チ
ス
戦
闘
機
が
空
を
覆
い
つ
く
す

か
と
思
う
ほ
ど
、
飛
行
場
め
が
け
て
飛
ん
で
き
ま
し
た
。

整
備
さ
れ
並
ん
で
い
た
戦
闘
機
3
0
～
4
0
機
は
、
一
斉
射
撃

を
受
け
飛
び
立
つ
前
か
、
飛
び
立
っ
て
も
直
ぐ
に
撃
ち
落

と
さ
れ
ま
し
た
。
米
軍
戦
闘
機
の
乗
組
員
の
顔
も
は
っ
き

り
と
確
認
で
き
る
近
さ
で
迫
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
九
死

に
一
生
を
得
ま
し
た
が
、
小
隊
長
は
目
の
前
で
、
ロ
ケ
ッ

ト
砲
が
直
撃
し
て
頭
が
飛
び
散
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本

隊
と
共
に
群
馬
県
に
移
動
。
飛
行
機
の
格
納
壕
を
掘
っ
て

い
た
時
に
、
終
戦
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
（
掲
載
時
8
8
歳
）

戦
争
の
苦
し
み
（
9
6
号
）

富
士
山
自
治
会
　
　
大
川
　
す
み
子

昭
和
6
年
に
、
旧
勝
田
村
武
田
（
現
ひ
た
ち
な
か
市
武
田
）

の
農
家
に
長
女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
女
学
校
に
入
学

し
た
の
は
昭
和
1
9
年
、
す
で
に
戦
争
真
っ
只
中
で
授
業
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
芋
掘
り
や
田
植
え
な
ど
勤
労
奉
仕
の
毎

日
で
し
た
。

日
立
兵
器
（
日
立
工
機
）
　
工
場
と
線
路
を
挟
ん
で
向
か

い
の
自
宅
は
、
昭
和
2
0
年
7
月
1
7
日
夜
半
か
ら
1
8
日
未
明

の
兵
器
工
場
を
ね
ら
っ
た
艦
砲
射
撃
に
よ
る
逸
れ
弾
で
、

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
時
の
事
は
、
脳
裏
に
焼
き
付

い
て
い
ま
す
。
百
雷
が
落
ち
た
よ
う
な
音
と
地
響
き
で
飛

び
起
き
る
と
真
昼
の
よ
う
な
明
る
さ
に
な
り
、
砲
弾
の
炸

裂
す
る
昔
。
弾
は
青
光
U
を
発
し
な
が
ら
飛
び
回
り
、
地

獄
に
落
と
さ
れ
た
よ
う
な
思
い
で
し
た
。
隣
の
部
屋
で
寝

て
い
た
実
母
は
、
飛
び
回
る
破
片
が
背
中
か
ら
貫
通
し
出

血
多
量
で
、
な
す
す
べ
も
な
く
亡
く
な
り
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
物
が
壊
さ
れ
て
惨
い
、
戦
争
は
二
度
と
し
て

欲
し
く
な
い
と
強
く
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
掲
載
時
耶
歳
）

鮨
絹
針
貼
鞘
（
誓
）

中
根
自
治
会
　
　
所
　
芳
光

開
戦
の
昭
和
1
6
年
、
私
は
村
松
小

学
校
6
年
生
で
し
た
。
1
・
2
年
は

祝
勝
ム
ー
ド
が
続
き
ま
し
た
が
、
次

第
に
国
防
の
為
の
教
育
へ
と
大
き
く

変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
頃
の
少
年
達
の
夢
は
少
年
飛

行
兵
（
特
攻
隊
）
に
志
願
す
る
こ
と
。

出
征
す
る
青
年
も
多
く
、
村
松
の
大

神
宮
で
祈
願
し
て
、
石
神
厭
（
東
海
新
）

ま
で
送
り
ま
し
た
。

勤
労
奉
仕
の
動
員
も
あ
り
ま
し
た
。

那
珂
湊
地
区
の
翼
の
塔
の
西
側
に
小

高
い
山
が
あ
り
ま
す
が
、
元
は
「
コ
」

の
字
型
に
土
の
囲
い
塀
を
積
み
上
げ

た
飛
行
機
格
納
場
所
で
し
た
。
モ
ツ

コ
を
作
り
土
を
入
れ
、
2
人
で
か
つ

ぎ
上
げ
て
行
き
ま
し
た
。

昭
和
2
0
年
2
月
叩
・
1
8
日
、
勝
田

上
空
に
米
軍
機
B
2
9
が
6
0
0
機
余

り
襲
来
し
ま
し
た
。
7
月
叩
・
1
8
日

の
米
艦
隊
に
よ
る
日
立
・
勝
田
・
水

戸
へ
の
艦
砲
射
撃
。
小
雨
の
夜
、
弾

丸
は
、
防
空
壕
の
上
を
ビ
ュ
ー
ン

ビ
ュ
ー
ン
飛
び
散
り
ま
し
た
。
そ
し

て
3
0
～
4
0
人
の
集
団
で
避
難
す
る
こ

と
も
何
日
も
あ
り
、
米
兵
に
見
つ
か

ら
な
い
よ
う
無
言
で
シ
ー
ン
と
し
た

夜
が
続
き
ま
し
た
。

8
月
1
日
か
ら
2
日
未
明
に
か
け

て
、
B
2
9
が
水
戸
市
内
を
空
襲
し
焼

夷
弾
を
投
下
、
市
内
8
割
が
焼
野
原

に
な
り
ま
し
た
。
B
2
9
が
1
6
7
機
、

焼
夷
弾
約
1
万
8
千
発
、
1
1
5
2

ト
ン
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
渡

飛
行
場
か
ら
の
軍
用
機
は
飛
び
立
つ

寸
前
や
途
中
で
襲
撃
さ
れ
胴
体
が

頁
っ
二
つ
に
な
り
落
ち
て
く
る
の
を

数
多
く
見
て
、
悲
し
み
を
感
じ
ま
し

た
。
英
語
の
本
を
開
く
の
も
憲
兵
に

捕
ま
る
の
で
、
隠
れ
て
勉
強
し
ま
し

た
。
民
主
国
家
日
本
の
平
和
の
あ
り

が
た
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。（掲

載
時
8
7
歳
）
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認
知
症
の
種
類
と
症
状
に
つ
い
て

南
部
お
と
し
よ
り
相
談
セ
ン
タ
ー

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
　
平
野
　
翔
太

今
回
は
「
認
知
症
」
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
8
5
歳
以
上
の
高
齢
者
が
3
人
に
1
人
は
認
知
症
に

な
る
時
代
と
な
り
、
認
知
症
は
Ⅶ
種
類
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
発
症
率
が
高
い
、
代
表
的
な

認
知
症
の
特
徴
を
説
明
し
ま
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

認
知
症
の
中
で
も
最
も
患
者
数
の
多
い
認
知
症
で
す
。

大
脳
の
側
頭
葉
や
「
海
馬
」
　
の
萎
縮
か
ら
、
も
の
忘
れ
が

始
ま
り
、
次
第
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
初
期
に
は
体
は

よ
く
動
き
ま
す
が
、
い
ず
れ
大
脳
の
機
能
が
弱
く
な
り
寝

た
き
U
に
な
り
ま
す
。

脳
血
管
性
認
知
症

脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
り
破
れ
た
り
し
て
、
脳
の
一
部

の
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
手
足
の
震
え
や
麻
痺
な
ど
運
動

障
害
が
特
徴
で
す
。
も
の
忘
れ
な
ど
の
症
状
が
出
た
り
消

え
た
り
す
る
、
ま
だ
ら
症
状
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

脳
の
側
頭
葉
・
後
頭
葉
の
萎
縮
に
よ
る
機
能
の
低
下
か

ら
、
「
生
々
し
い
幻
視
や
幻
聴
」
が
最
も
目
立
つ
特
徴
で

す
。
手
の
震
え
や
小
刻
み
歩
行
、
手
足
の
こ
わ
ば
り
、
表

情
が
な
く
な
る
な
ど
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
よ
う
な
症
状

の
ほ
か
、
便
秘
や
失
禁
、
立
ち
く
ら
み
な
ど
の
自
律
神
経

症
状
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

前
頭
側
頭
型
認
知
症

高
度
な
判
断
を
行
う
前
頭
葉
や
側
頭
葉
を
中
心
と
し
た

脳
の
萎
縮
が
特
徴
で
す
。
社
会
の
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
た
行

動
が
難
し
く
な
り
、
ス
ー
パ
ー
で
会
計
前
の
商
品
を
食
べ

て
し
ま
っ
た
U
、
落
ち
着
か
な
く
な
っ
た
U
、
同
じ
行
動

を
繰
り
返
す
等
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
非
活
動

的
に
な
り
、
物
事
に
対
し
て
無
関
心
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
は
、
自
宅
訪
問
等
で
相
談
を

受
け
、
生
活
や
症
状
に
対
す
る
助
言
、
必
要
に
応
じ
て
病

院
受
診
の
勧
奨
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
や
認
知
症
ミ
ニ
講
座
を
、
依
頼
を
受
け
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

安
全
防
災
部
会

1
月
1
6
日
、
1
中
コ
ミ
セ
ン
で
2
7

人
が
参
加
し
て
安
全
教
室
が
行
わ
れ

た
。
警
察
署
交
通
課
の
平
野
秀
光
さ

ん
に
よ
る
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
の

講
話
を
聴
い
た
。
昨
年
末
に
起
き

た
、
勝
田
病
院
近
く
で
横
断
中
の
死

亡
事
故
。
運
転
席
か
ら
見
て
右
側
か

ら
横
断
中
の
事
故
が
、
8
割
も
多
い

と
の
こ
と
。
原
因
は
、
ラ
イ
ト
の

ロ
ー
ビ
ー
ム
は
右
側
が
左
よ
り
低
い

な
ど
車
の
構
造
上
、
右
側
の
歩
行
者

に
気
付
き
難

い
た
め
。
こ

の
話
が
心
に

残
っ
た
。
十

分
に
注
意
し

て
運
転
し
た

い。

環
境
　
部
会

毎
年
2
月
に
、
環
境
問
題
な
ど
の

勉
強
会
を
実
施
し
て
い
る
。

今
年
も
8
日
、
コ
ミ
セ
ン
で
2
2
人

が
参
加
し
、
食
品
廃
棄
に
つ
い
て
学

ん
だ
。
形
の
不
揃
い
・
鮮
度
の
低
下

（
農
産
物
）
、
賞
味
期
限
が
近
い

（
乳
製
品
）
、
種
類
過
多
に
よ
る
売

れ
残
り
　
（
パ
ン
等
）
　
な
ど
の
理
由

で
、
世
界
中
で
食
卓
に
上
る
食
物
の

3
～
5
割
、
日
本
で
も
年
1
8
0
0

万
ト
ン
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
飢
え
に
苦
し
む
人
々
は
多
い
。

無
駄
を
減
ら
す
に
は
何
を
す
べ
き

体
育
部
　
会

2
月
2
3
日
、
第
9
回
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
松
戸
体
育
館
に
て
開

催
。
各
自
治
会
か
ら
1
1
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

結
果

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

優
　
勝
　
金
上
チ
ー
ム

準
優
勝
　
富
士
山
チ
ー
ム

3
　
位
　
中
根
A
チ
ー
ム

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

優
　
勝
　
勝
倉
チ
ー
ム

令
和
2
年
度
行
事
予
定

4
／
1
9
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

6
／
ワ
三
世
代
交
流

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

9
／
㌘
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

2
／
2
1
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

3
月
　
コ
ル
フ
大
会

＊
大
会
の
詳
細
は
、
そ
の
都
度
要
項

を
参
照
願
い
ま
す
。

福

祉

部

会

2
月
8
日
、
6
0
人
の
参
加
で
南
部

お
と
し
よ
り
相
談
セ
ン
タ
ー
の
講
師

に
よ
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
～
認
知
症
を
学
び
地
域
で
支

え
よ
う
～
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
参
加
者
は
、
各
自
治
会
か
ら

の
他
に
チ
ラ
シ
を
見
て
来
た
方
も
い

て
、
当
初
の
予
定
よ
り
多
く
な
っ
た
。

認
知
症
は
、
地
域
の
方
々
の
身
近
な

問
題
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
た
い
。

次
回
行
事
予
定

ワ
／
1
2
地
域
福
祉
講
習
会

青
少
年
部
会

1
月
1
1
日
、
中
根
小
学
校
の
児
童

と
保
護
者
約
1
1
4
人
が
参
加
し
、

「
も
ち
つ
き
と
ま
ゆ
だ
ま
か
ざ
り
」

を
実
施
し
た
。
豊
作
・
家
内
安
全
な

ど
を
願
う
小
正
月
伝
統
行
事
の
説
明

を
聞
い
た
後
、
紅
・
白
・
緑
色
の
餅

を
枝
に
か
ざ
り
つ
け
た
。
そ
の
後
、

ま
ゆ
だ
ま
か
ざ
U
を
小
学
校
・
コ
ミ

セ
ン
・
集
落
セ
ン
タ
ー
に
飾
っ
た
。

次
回
行
事
予
定

ワ
／
4
親
子ク
リ
ー
ン
作
戦

7
／
9
少
年
の
主
張

大
会

文
　
化
部
会

1
2
月
1
4
日
、
1
中
コ
ミ
セ
ン
で
「
心

の
い
や
し
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
8
6
人
参

加
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
「
生
田

流
」
小
林
久
子
社
中
の
皆
さ
ん
の
琴

の
演
奏
と
、
酒
井
美
穂
さ
ん
の
フ

ル
ー
ト
演
奏
が
行
わ
れ
た
。
会
場
の

皆
さ
ん
は
、

一
緒
に
琴
や

フ
ル
ー
ト
に

合
わ
せ
て
四

季
の
歌
・
夏

の
思
い
出
な

ど
を
歌
い
、

和
や
か
な
ひ

と
と
き
を
過

ご
し
た
。

一
編
集
後
記
一

皆
様
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

3
月
の
芸
能
音
楽
祭
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め

に
中
止
と
な
り
、
広
報
紙
に
掲

載
で
き
ず
残
念
に
思
い
ま
す
。

な
お
、
「
ふ
れ
あ
い
」
1
0
0

号
発
行
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
発

行
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


